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愛媛大学 教授退任にあたって 

愛媛大学医学部附属病院 地域医療支援センター長 川本 龍一 

 

16 年という長いようであっという間の時間でしたが、皆さまの温かいご支援のおか

げで、教育・研究・診療という、若い頃からの夢を存分に追いかけることができました。

心より感謝申し上げます。 

私がこの医学部に赴任する前は、自治医科大学を卒業後、義務年限を終えた後も愛媛

県西予市の病院で勤務しておりました。当時から地域の医師不足は深刻であり、「若い

うちにへき地で経験を積むことが後継者育成につながる」との考えのもと、地域医療実

習を希望する学生の受け入れを行っておりました。そんな折、医学教育のコアカリキュ

ラムに地域医療実習が必須となったことを契機に、本講座を担当させていただくことに

なりました。 

講座では、「地域で医師を育てる」という理念のもと、地域に 2 カ所のサテライトセ

ンター（のちに 3 カ所に増設）を設置し、現場での多職種連携教育に注力してまいりま

した。当時としては先進的な取り組みでしたが、学生たちは地域医療の実践を肌で学び、

今では多くの卒業生が各地で活躍しています。 

また、学内においては、地域枠の学生教育にも力を入れ、毎週木曜日の昼休みに「地

域医療ワークショップ」を開催してまいりました。気づけばその回数も 250 回を超えま

した。また、夏にはサマーセミナーや地域での合宿も行い、地域医療への関心を深める

機会を提供してきました。こうした継続的な取り組みの成果もあり、愛媛大学の地域枠

卒業生の地元定着率は他大学と比べても高く、その一助となれたのではないかと自負し

ております。さらに、一般学生向けの「地域医療学」の講義も正式な単位科目として認

定され、現在では年間 25 コマの授業を担当するまでになりました。これも他大学では

あまり見られない特徴的な取り組みであると感じております。 

診療面では、総合診療科外来の設置が実現し、地域の医療機関や学内の各診療科と連

携しながら、多くの患者さんの診療に携わることができました。 

研究活動においては、以前より継続して行ってきた住民対象のコホート研究が 23 年

目に入り、また、学生の地域志向性尺度の開発など新たなテーマにも取り組みました。

大学院生や学生たちも現場での調査を基に学会発表を行い、多くの高い評価をいただい

ております。 

このように、微力ながら地域医療に貢献できたことを、心から誇りに思っております。

これもひとえに、皆さまのご支援とご指導の賜物であると、改めて深く感謝申し上げま

す。 

このたび退職することとなりましたが、本講座の理念と活動が今後も引き継がれ、さ

らに発展していくことを心より願っております。 
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川本 龍一 教授 略歴 

本 籍 地      愛媛県松山市 

 

〒 797-0029 

現 住 所     愛媛県西予市宇和町永長 147 番地１ 

 西予市立西予市民病院医師官舎 A-1 

ふりがな かわもと りゅういち 

氏 名 川本 龍一 

生年月日 昭和 35 年 1 月 20 日 

学 歴  

昭和 60 年 3 月 16 日 自治医科大学医学部卒業 

昭和 60 年 5 月 27 日 医師免許証下附（第 291253 号） 

平成 10 年 6 月 3 日 医学博士の学位授与（自治医科大学） 

  

職 歴  

昭和 60 年 4 月 16 日 愛媛県保健環境部総務医事課（臨時職員：診療補助）に勤務 

昭和 60 年 7 月 1 日 愛媛県保健環境部総務医事課（技術吏員）に勤務 

昭和 62 年 6 月 30 日 県立中央病院にて研修医 

昭和 62 年 7 月 1 日 町立野村病院内科（医師）に勤務 

昭和 63 年 10 月 1 日 町立野村病院内科（医長）に勤務 

平成 2 年 6 月 30 日 同上退職 

平成 2 年 7 月 1 日 三崎町国民健康保険二名津診療所（所長）に勤務 

平成 4 年 5 月 31 日 同上退職 

平成 4 年 6 月 1 日 自治医科大学地域医療学講座にて後期研修 

平成 5 年 5 月 31 日 同上退職 

平成 5 年 6 月 1 日 町立野村病院（小児科医長及び内科医長）に勤務 

平成 10 年 1 月 31 日  ↓ （H16.4 町村合併により病院名変更） 

平成 10 年 2 月 1 日 西予市立野村病院副院長（つくし苑施設長）に就任 

平成 20 年 12 月 31 日 同上退職 

平成 21 年 1 月 1 日 国立大学法人愛媛大学職員 

  大学院医学系研究科地域医療学講座教授に就任 

平成 28 年 3 月 1 日 愛媛大学医学部附属病院総合診療科長を拝命 

令和 1 年 10 月 1 日 兼ねて地域協働センター南予教授を拝命 

令和 4 年 4 月 1 日 大学院医農融合公衆衛生学環の担当を拝命 

令和 7 年 3 月 31 日 任期満了退職  

令和 7 年 4 月 1 日 愛媛大学名誉教授を授与 
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学会歴  

昭和 60 年 11 月 25 日 日本内科学会（現在まで） 

平成 21 年 4 月 1 日 日本内科学会四国支部評議員（現在まで） 

令和 2 年 4 月 1 日 日本内科学会全国評議員（現在まで） 

昭和 61 年 12 月 11 日 日本消化器内視鏡学会（現在まで） 

平成 1 年 4 月 19 日 日本糖尿病学会（現在まで） 

平成 1 年 6 月 1 日 日本老年医学会（現在まで） 

平成 11 年 4 月 1 日 日本老年医学会代議員（現在まで） 

平成 2 年 2 月 9 日 日本超音波医学会（現在まで） 

平成 26 年 4 月 1 日 日本超音波医学会, 四国支部世話人（現在まで） 

平成 4 年 4 月 1 日 日本プライマリ・ケア学会（現在まで） 

平成 11 年 4 月 1 日 日本プライマリ・ケア学会評議員（現在まで） 

令和 2 年 4 月 1 日 

 
 

日本プライマリ・ケア連合学会英文雑誌（JGFM）編集委員

（現在まで） 

平成 11 年 9 月 8 日 日本公衆衛生学会（現在まで） 

平成 30 年月 6 日 日本病院総合診療学会（現在まで） 

令和 2 年 4 月 1 日 日本病院総合診療医学会評議員（現在まで） 

令和 5 年 4 月 1 日 日本病院総合診療医学会和文雑誌編集委員（現在まで） 

  

受 賞  

平成 2 年 5 月 19 日 第 3 回地域保健医療研究奨励賞 

平成 5 年 6 月 19 日 日本プライマリ・ケア学会優秀賞 

平 7 年 3 月 7 日 へき地医療の体験に基づく学術論文 佳作 

平 7 年 6 月 3 日 日本プライマリ・ケア学会優秀賞 

平成 8 年 2 月 27 日 へき地医療の体験に基づく学術論文 佳作 

平成 10 年 3 月 1 日 へき地医療の体験に基づく学術論文 佳作 

平成 11 年 3 月 1 日 へき地医療の体験に基づく学術論文 佳作 

平成 13 年 7 月 7 日 愛媛大学医学部内科学第三同門会賞・臨床研究 

平成 21 年 4 月 4 日 APC（米国内科学会）Volunteerism Award 

平成 24 年 11 月 1 日 愛媛大学医学部 Best Teacher 賞 

平成 29 年 11 月 1 日 愛媛大学医学部 Best Teacher 賞 

令和 1 年 7 月 13 日 愛媛大学医学部黄蘭会 恩地森一賞 

令和 2 年 11 月 14 日 日本プライマリ・ケア連合学会四国ブロック功労賞 

令和 4 年 7 月 9 日 愛媛大学医学部黄蘭会 症例賞 

令和 6 年 3 月 2 日 第 17 回地域医療貢献奨励賞 

令和７年 3 月 8 日  第 9 回地域医療奨励賞 
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審議会・委員等歴   

平成 17 年 4 月 1 日 愛媛県へき地医療支援計画策定等会議委員（令和 7 年 3 月まで） 

平成 19 年 4 月 1 日 愛媛県立中央病院卒後臨床研修管理委員（令和 7 年 3 月まで） 

平成 23 年 4 月 1 日 松山赤十字病院卒後臨床研修管理委員（令和 7 年 3 月まで） 

平成 23 年 4 月 1 日 済生会松山病院卒後臨床研修管理委員（令和 7 年 3 月まで） 

平成 23 年 4 月 1 日 松山市民病院卒後臨床研修管理委員（現在まで） 

平成 29 年 4 月 1 日 済生会今治病院卒後臨床研修管理委員（令和 7 年 3 月まで） 

  

その他の経歴   

令和 2 年 4 月 1 日 愛媛大学南予協働センター職兼務（令和 7 年 3 月まで） 

平成 21 年 1 月 1 日 自治医科大学医学部臨床教授（平成 25 年 12 月 31 日まで） 

平成 30 年 4 月 1 日 広島大学医学部客員教授（現在まで） 

  

学会資格  

日本内科学会 認定内科医、総合内科専門医、内科指導医 

日本病院総合診療医学

会 

専門医、特任指導医 

 

日本プライマリ・ケア

連合学会 

認定医、指導医 

 

日本老年医学会 専門医、指導医 

日本糖尿病学会 専門医、指導医 

日本超音波医学会 専門医、指導医 

日本消化器内視鏡学会 専門医 

日本公衆衛生学会 専門医 

米国内科学会 上級会員（Fellow） 

厚生労働省 介護支援専門員 

 

  



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄 稿 集  



- 6 - 

 

川本 龍一 教授のご退任に寄せて 

愛媛大学 医学系研究科長・医学部長 羽藤 直人 

 

このたび、愛媛大学地域医療学講座を長年にわたり牽引されて

こられた川本龍一教授がご退任されるにあたり、医学系研究科を

代表して謹んでご挨拶申し上げます。 

川本教授は、愛媛大学に着任されて以来、一貫して本県の地域

医療の発展と持続可能性の確保に尽力されてこられました。地域

医療学講座の責任者として、臨床・教育・研究を三位一体で推進

され、特に地域に根ざした医師の養成に大きな成果を挙げてこら

れました。愛媛県は人口減少や高齢化の進展に伴い、医療資源の

偏在や慢性的な医師不足といった課題を抱えておりますが、教授はその最前線に立ち、

行政や地域医師会との緊密な連携を通じて、現実的かつ実効性のある解決策を提示して

こられました。 

教育面においては、学生や研修医に地域医療の重要性を伝えるとともに、地域に出向

いての実習や臨床体験の場を整備し、次世代を担う人材の育成に尽くされました。こう

した取り組みは、医学部教育における地域志向性を高めるのみならず、若い医師が地域

に根を下ろし活躍する契機を与えるものとなりました。教授の温厚で誠実なお人柄は、

学生・若手医師からの厚い信頼を集め、多くの門下生が地域医療の志を胸に羽ばたいて

おります。 

また研究活動においても、地域医療に関する疫学調査や実態把握に基づき、現場に即

した課題解決型の研究を展開されました。医療アクセスの不均衡や地域間格差の問題に

科学的根拠をもって取り組まれた業績は、学術的にも高く評価されております。さらに、

地域医療支援センターの運営を通じて、医師派遣の調整や勤務環境の改善、若手医師の

キャリア形成支援にも注力され、大学と地域社会との橋渡し役を見事に果たされました。 

川本教授がこれまでに築かれた数々の功績は、地域医療・総合診療学講座へと改名さ

れた講座の発展にとどまらず、愛媛県全体、ひいては日本の地域医療の持続的発展に多

大なる寄与を果たしたものであり、その足跡は長く記憶されることでしょう。今後は、

これまで培われた豊富な経験と深い見識をもって、さらに幅広い分野でご活躍されるこ

とを心より祈念いたします。 

最後に、川本先生の長年にわたる愛媛大学への貢献、地域医療発展への尽力に深く感

謝申し上げ、今後ますますのご健康とご活躍を心よりお祈りいたします。 

  



- 7 - 

 

教授ご退任を祝して 

愛媛大学医学部附属病院 院長 杉山 隆 

 

川本龍一教授には、愛媛大学大学院医学系研究科地域医療学講座教授としてのご職責

を全うされ、このたびご退任を迎えられますことを心よりお祝い申し上げます。 

川本教授は、本学寄附講座の初代教授としてご就任いただき、学生および研修医の教育、

診療活動、研究活動を力強く牽引していただきました。本院においては総合診療科として各

診療科と連携し、多岐にわたる診療にご尽力いただいております。研究面では、地域住民を

対象とした動脈硬化症に関するコホート研究を展開され、大学院生の学位取得にもご尽力

いただき、その卒業生が地域病院で活躍しております。さらに、地域枠学生への教育活動を

はじめ、地域志向性の涵養と支援にも力を注がれました。これらのご活動により、本院の基

本理念の一つである「県民から信頼され、愛される病院」の実践に多大な貢献を賜り、県内

唯一の医育機関としての人材育成にも大きく寄与いただいたことに、病院を代表して心よ

り感謝申し上げます。 

地域医療における総合診療科の役割は極めて大きく、川本教授が築かれた礎を基に、

今後「地域医療・総合診療学講座」として一層の発展を遂げるものと確信しております。 

ご退官後は、西予市立西予市民病院においても地域医療の現場でご活躍中であり、今

後とも愛媛県の地域医療の維持・発展をお見守りいただきたく存じます。そして引き続

きご指導を賜りますようお願い申し上げるとともに、川本教授のますますのご健勝とご

多幸を心より祈念申し上げます。 
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御退官を新たなスタートに 

愛媛大学 名誉教授 恩地 森一 

 

川本教授、御退官おめでとうございます。 

地域医療学の教授として地域医療学にこれほど似合っていた方は、これまでも、これ

からも居ないような気がしております。私は、主に、愛媛大学医学部創設時に協力させ

ていただいた者として、創設された地域医療学講座のお祝いを申し上げます。 

最大の業績は、地域医療学講座を正式の講座として確立され、その理念を主に愛媛県

全体で実践され、それを県外にも良き刺激をもたらしたことにあると思います。寄付講

座から始まった講座を通常講座として教育、研究と診療を見事に完成されたと思います。

通常講座構築は3代かかると言われますが、私が2代で第3内科は内科学を3代で完成され

たと感じています。地域医療学講座は、日本の地域医療学としてトップの地位を堅持さ

れておられます。講座としても実に地道な講座で教育、研究と地域医療の実践を奢るこ

となく、地道に作り上げました。当然、野村病院には若い研修医が多数集まっておりま

した。私自身が初期研修をさせてもらった数名から、川本教授にあこがれて5名を紹介

した記憶がありますが、そのようにして多くの研修医を集めておられます。実に立派で

す。一般内科に近く多くの研修医を抱えております。これらの伝統は今後も愛媛大学の

地域医療学として伝統としてほしいものです。 

川本教授の特徴として、行政が提示した地域医療学を見事に取り入れたこと。実践か

ら学ばれた地域医療学を学問体系化されたこと。医学部内部の全科との協力体制の構築

も見事でした。即ち、個性の極端に強い方は地域医療に向いていないと思われます。第

3内科との足跡として、今後も年報を出版してほしいと思います。年報は1年後に講座な

いし医療組織１年のまとめと反省が出来ます、 

定年は新たな人生としての再スタートです。地域医療学は新しい講座ですので、新し

い学問体系、医療体系など地域医療学は進歩し続けておりますので、その完成にはまだ

たくさんあります。定年後も、さらに進歩を続けてほしく、それが部下で初期研修を川

本教授に受けた新教授を刺激し、愛媛大学の地域医療学講座は、さらに大きく進歩する

ことと存じます。頑張ってください。私も、お手伝いできれば楽しいですね。 

今後も新教授に刺激を与えることも必要です。これからも立派な名誉教授としてご活

躍ください。おめでとうございます。 
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川本龍一教授、これからもご活躍を 

西条愛寿会病院 名誉院長／愛媛大学 名誉教授 高田 清式 

 

地域医療学講座の初代教授としての 16 年にわたるご活躍、ご苦労様でした。愛媛大学

の医学生に地域医療の実践、かつ必要性や意義を習得させるべく、絶好の体験道場とし

て西予市立野村病院や久万高原町立病院を基幹病院に据えて、川本龍一先生が陣頭指揮

に立ちつつ、他の地域医療関係の講座と綿密に連携もしながら、絶好の教育現場を築き

上げられてきました。 

 初代教授に着任される以前から、野村病院に勤務しながらでも医学博士の学位を修得

されたこと、また日本超音波医学会の専門医を取得されていたことで、川本龍一先生に

対しては地域でも熱心に診療されている先生としての印象を感じ、直接の話はしてはい

ませんでしたが、名前はよく存じ上げておりました。 

2009 年（平成 21 年）に地域医療の将来を考える研究、実践講座の観点から愛媛県の寄

付講座として設置され、その際の初代教授として川本龍一先生が着任されましたが、当

時総合臨床研修センターの教授であった私は、初代教授を決める選考委員の 1 人の立場

でした。選考にあたり川本龍一先生の履歴・診療実績の審査をするとともに、研究業績

として多くの川本龍一先生の論文を拝読させていただきました。とりわけ印象的だった

ことは、野村地区での多数の患者・住民の方々の頸動脈の動脈硬化状態と当該の脂質代

謝状態の関連を調査研究し、それらの病態関連性に関しての結果や考察が、欧米の権威

のある雑誌に数多く掲載されていたことでした。まさに、地域医療において現場から地

域の状態を汲み上げるという、愛媛大学医学部の 1973 年（昭和 48 年）の創設以来の基

本理念である「患者から学び、患者に還元する教育・研究・医療」の根幹に合致した研

究内容だと感じた次第です。選考委員会や教授会では、川本龍一先生が最適任であるこ

とは全員が納得し、期待して選考された次第です。 

 教授着任後の地域に根ざしたご活躍は周知のとおりであり、臨床実習での充実した学

生教育は勿論のこと、夏休み開催で県が共催する自治医科大学生も合同参加の地域医療

のセミナー、各市町村長や職員が参加する地域医療対策セミナー、愛南町の医療にふれ

る会など、数多くのイベント開催の主たるメンバーとしてもご参加いただきました。 

 今回、地域医療学講座の退職にあたり、さらなる活躍を期待して、私の後任として地

域医療支援センターの特命教授に着任していただきました。地域の医師不足の状況把握

と対応を図りつつ、地域医療奨学生のキャリア形成の充実と管理、他の地域医療関連講

座間の窓口的な存在、などの地域医療支援センターの業務は実践的な川本龍一先生が地

域医療に対してさらに活躍・継続されるにあたって最も相応しい現場と考えます。 

 川本龍一先生が、愛媛県における将来の医療の充実を目指し、若手医師の教育・養成

の分野においてこれからさらに奮闘されることを大いに期待しています。 
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地域医療学講座 川本 龍一 教授のご退任に寄せて 

済生会今治第二病院 院長／愛媛大学 名誉教授 松浦 文三 

 

川本龍一教授，ご定年，ご退任，誠におめでとうございます。 

2009年，愛媛大学大学院医学系研究科医学専攻内に初めて地域医療系講座として設置

されたのが「地域医療学講座」でした。2010年には私の所属していました「地域生活習

慣病・内分泌学講座」とともに「地域救急医療学講座」「地域医療再生学講座」が加わ

りました。地域医療学講座は愛媛県による寄附講座として，医学科生，特に地域枠学生

の教育・実習・研修，附属病院内での総合診療科の診療，そして地域での臨床研究，を

その役割とした講座です。 

私は，地域医療学講座初代教授選考メンバーの一人に加わっていました。川本先生は

私と同じ愛媛大学第三内科同門会員で，また1996年から1998年にかけて糖尿病学会や内

分泌学会の専門医試験を同時に受けたことなどで，先生のことはある程度は存じていた

のですが，教授選考セミナーや面接時に「地域で医師を育てる－学生教育から生涯教育

まで」の講座運営方針を伺う中で，川本先生の地域医療への熱意を強く感じたものでし

た。 

川本先生は，自治医科大学を卒業され，愛媛県の地域医療を実践，推進してこられま

した。地域医療学講座教授就任後の16年間は，多くの地域枠医師を育てられ，多くの大

学院博士を指導され，多種多様な地域医療に関する研究成果を挙げられましたことに敬

意を表します。 

2025年4月からは愛媛大学 地域医療支援センターの責任者として，愛媛大学に残られ

ていますが，健康には十分に気を付けられ，ますますご活躍されることを祈念して，お

祝いの言葉とさせていただきます。  
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川本 龍一 先生のご退任にあたって 

広島大学医学部 地域システム学講座 教授 松本 正俊 

 

確か、川本先生との出会いは 1998 年の八丈島でした。といってもお互い島流しにあ

ったわけではなく、当時勤めていた自治医科大学地域医療学教室の行事でたまたま町立

八丈病院に行き、そこに教室 OB の川本先生も研究指導でいらしていたのです。愛媛県

のへき地にあって、人知れず研究者として牙を研いでおられる「臥龍」、南陽の草廬に

潜む諸葛孔明、これが私の川本先生の第一印象です。それから時代を下ること約 10 年、

川本先生は愛媛大学から三顧の礼をもって、地域医療学講座の教授として迎えられまし

た。そこからの川本先生は文字通り「昇り龍」でした。野村病院での診療（朝 5 時か

ら！）、学生教育、地域枠の運営、地域でしかできない最先端の研究の数々・・・これ

ら全てをハイレベルでこなされる川本先生の姿は、背中を追っている（つもりの）私に

は眩しすぎました。先生は一体何刀流ですか？それでいてどこまでも謙虚。もうリスペ

クト以外何もありません。 

 なんという偶然か、私は 2010 年に隣県、広島大学に赴任しました。その年からすぐ

に川本先生に来ていただき本学 3 年生の講義をご担当いただいております。本学の学生

に川本先生の凄さがはたしてどこまで伝わっているか、もしかしたら 1%しか伝わって

ないかもしれません。しかし、それでもよいのです。かつての私がそうであったように、

若い柔軟な精神が「本物」に触れることの意義は、たとえ短期的には見えにくいもので

あったとしても、長い目で見ると計り知れないほど大きいのです。私も学生達も幸運で

した。 

 そんな川本先生がついに表舞台を降りられる・・・星落秋風五丈原・・・いえいえそ

んなはずはありません。地域医療支援センター長として知略の限りを尽くして愛媛の地

域医療を向上させてくださることでしょう。野村診療所で多くの患者さんを癒されるこ

とでしょう、まだまだ研究もされることでしょう（今 9 月ですが 2025 年すでに筆頭著

者で 3 本 pubmed 掲載って、一瞬わが目を疑いました）。先生、せめて五刀流を二刀流く

らいにしてください、せめて大谷翔平レベルでお願いします！ 

写真：2023 年日本医学教育学会にて、左川本龍一先生、中央富山大学高村昭輝先生 
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川本龍一先生の退任に寄せて 

愛媛大学医学部 消化器・内分泌・代謝内科学 教授 日浅 陽一 

 

川本龍一先生は、私が教室の教授に就任してからも、いろいろとお気遣いをいただく

ともに、大変やさしく接していただき、教室の運営など様々な点においてご支援をいた

だいた。自治医科大学のご卒業で、また、自治医科大学、愛媛県と愛媛大学をしっかり

とつなぐパイプ役の役割を担われたのは周知のことであるが、その役割のみならず、愛

媛県の地域医療の大切さを真剣に捉え、考えられて、みごとに実践された先生のひたむ

きな努力に心から敬意を表したい。 

当教室は先生のご厚意をいただき、数々の人材を育てていただいた。准教授として迎

えていただいた阿部雅則先生、熊木天児先生、古川慎哉先生はいずれも愛媛大学の教授

に育てられ、そして、徳本良雄先生も当教室の准教授として現在活躍されている。中で

も阿部雅則先生とはしっかりと信頼関係を作られ、退任前にぜひ後任として任せたいと

仰せられ、事実、地域医療学の後任の教授として継承された。先生の教育と人材の育成

に対する真摯な情熱と、そのやさしさは、小生には遠くおよばない。 

研究に対しても熱心に取り組まれ、多くの原著論文を自ら立案、実行され、筆頭著者

として発表されている。論文の内容、分野も内科学全般で多岐にわたるが、いずれも臨

床の現場から着想されたテーマで、先生が臨床をお好きであることがよくわかる論文で

ある。先生ご自身に特に野心があるわけでなく、日常臨床の課題を明らかにすることで、

少しでも目の前の患者さんが良くなり、地域医療が良くなればという熱意の裏返しの成

果と感じている。 

小生も愛媛県で育ち、愛媛の地域医療に貢献したいという思いを持って愛媛大学を卒

業したが、先生の地域医療に対する熱意を伺うと、何かちっぽけに感じてしまう。昔、

愛媛大学医学部の保健医療研究会というサークルに属して、先輩の勧めでクローニンの

「城砦」を読んだ。医師の仕事の理想を求めて若き医師アンドルーが様々な苦難に立ち

向かう物語だが、川本先生はまさにその道を実践された先生ではないかと思っている。

それほど、川本龍一先生は偉大である。 

地域医療学教授を退任され、現在、髙田清式先生の後任として、地域医療支援センタ

ーのセンター長に就任され、熊木天児副センター長とともに、センターの運営に尽力さ

れている。これからも愛媛の地域医療の現場を熟知されている先生として、ぜひ引き続

きご指導いただきたく、何卒よろしくお願い申し上げます。  
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川本 龍一 先生のご退任に寄せて 

愛媛大学医学部 地域医療・総合診療学講座 教授 阿部 雅則 

 

このたび、愛媛大学大学院地域医療学講座教授 川本龍一先生がご退任を迎えるに当

たり、長年にわたり愛媛県・愛媛大学の地域医療に関する教育・診療・研究の発展を牽

引されてきたご功績に深く敬意を表するとともに御礼を申し上げます。 

私と川本先生の出会いは 30 年前の 1995 年になります。1994 年に愛媛大学を卒業後、

第三内科に入局し、大学病院で 1 年間研修した後、1995 年 4 月に赴任したのが野村町

立野村病院（現・西予市立野村診療所）でした。2 年あまりの勤務の中で、知識・技能

ともほとんどなかった私が、野村病院や野村町の先生方や医療スタッフ、住民の皆様の

ご指導・ご支援を受け、地域医療を担う内科医師としての基盤を作っていただきました。

なかでも特にお世話になったのが川本先生です。川本先生は自治医科大学の義務年限終

了後も野村病院で地域医療に従事するとともに、病院および住民ベースの研究や学会・

論文発表などを精力的に行っていました。愛媛大学の研修医として私がはじめて川本先

生のご指導を受けましたが、その後も第三内科、老年科（当時）の若手医師が川本先生

の薫陶を受け、プライマリ・ケア、地域医療の研鑽を積みました。また、当時から自治

医科大学生を中心に学生実習も受け入れて指導に当たられていました。 

2009 年 1 月に愛媛県の寄附講座として「地域医療学講座」が開設され、川本先生が初

代教授として就任されました。川本先生からの要請もあり、同年 3 月から私が准教授と

して一緒に仕事をさせていただくこととなりました。学生・研修医指導を行う地域サテ

ライトセンターに久万高原町立病院が選定され、私が診療支援と学生・若手医師の教育

を担当することとなりました。地域医療機関での教育は初めての経験でしたが、久万高

原町立病院の先生方や院内・院外の医療スタッフ、そして川本先生のご助言、ご指導を

いただきながら活動してきました。川本先生は、愛媛大学で地域医療学の講義を開始し、

医科学研究の指導や学生主催のワークショップなども行いながら、講座の活動を発展さ

せて来られました。また、2016 年には愛媛大学医学部附属病院に総合診療科を創設し、

診療科長として総合診療の実践と総合診療医の育成にも尽力されました。 

私は 2024 年から再び地域医療学講座で川本先生や講座の先生方と地域医療の教育・

診療・研究を行う機会を与えていただきました。今年 4 月から川本先生の後を引き継ぎ、

講座を担当させていただくとともに、講座も「地域医療・総合診療学講座」として再編・

拡充されました。身に余る重責ではありますが、川本先生からの教えを元に「地域を働

く地域医療・総合診療医」を育成することで、微力ではありますが愛媛県の地域医療に

貢献できればと思っています。 

最後にはなりますが、川本先生のますますのご健勝とご多幸を心より祈念いたします。 

また、今後ともご指導・ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。  
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川本龍一教授の退官にあたって 

愛媛大学医学部附属病院 総合臨床研修センター長 熊木 天児 

 

川本教授におかれましては、長年にわたり本学の教育・研究・診療の発展に多大なる

ご尽力を賜りましたこと、心より敬意を表します。 

教授は常に温厚で誠実なお人柄であり、関係者一同、数々の場面で支えられてまいり

ました。知れば知るほど魅力の増す先生であり、挑戦を温かく見守り、時に力強く背中

を押してくださる存在でもあります。 

私自身が医学教育に強い関心を抱くようになったのは、恩師の影響が大きかったと感

じております。奇しくも本記念誌に関わっておられる恩地森一先生、川本龍一先生、高

田清式先生――それぞれのご姿勢から多くを学びました。恩地先生の厳しさの中にある

筋の通った信念、川本先生の穏やかさの中に秘められた揺るぎない理念、高田先生の軽

やかさの裏にある緻密な思考。いずれも、私の医師としての在り方や教育観の礎となっ

ております。 

私が地域医療学講座に所属していた 5 年半（2013 年 9 月～2019 年 3 月）は、トロン

ト大学での診療と臨床研究に従事した 4年弱（2006年 2月〜2009年 11月）と並び、医

師人生で最も充実した時期と言っても過言ではありません。医科学研究として講座配属

された新入生の指導に携わる機会をいただき、節目には忘年会や懇親会を兼ねたお誕生

日会も開かれました。地域医療実習では久万高原町立病院を任せていただき、さらに

2016 年には実習施設が不足した際、南宇和病院と津島病院の新規活用をご提案し、快

くご承認いただいたことも忘れられません。 

思い出は尽きません。徳島や高松の出張の帰り道、車中で交わした語らいは今も印象

に残っています。穏やかでありながら核心を突く先生のお言葉に、いつも新たな気づき

を得ました。山陰出張の折にご一緒した食事会でのどぐろを味わいながら語らった時間

も懐かしく思い出されます。 

教授はプライマリ・ケア、地域医療、医学教育の各分野で長年にわたり先導的な役割

を果たされ、国内外で顕著な業績を残されました。野村病院での早朝 6時からの回診は

今も伝説的であり、多くの医学生に深い感銘を与えたことと思います。診療の傍らで臨

床研究を積み重ね、その成果を論文として発表される姿勢は、まさに生涯現役の研究者

そのものでした。住民コホート、生活習慣病、地域医療、医学教育など多岐にわたる研

究のいずれも、実践に根ざした説得力に満ちています。特筆すべきは 125編を超える英

語論文のうち、実に 95％が筆頭著者であることです。 

また、マラソンをはじめ多彩なご趣味を通して常に心身を鍛えられ、そのエネルギー

の源泉にはただ驚くばかりです。クラシックやオペラ鑑賞など、豊かな感性を育む時間

も大切にされていることと拝察いたします。 

退官後も地域医療支援センター長として、若手医師や地域枠学生のキャリア形成に情

熱を注がれており、その志はいささかも衰えることがありません。どうぞこれからも私

たちの良き指導者として、末永くお導きくださいますようお願い申し上げます。 
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川本 龍一 先生のご退任に寄せて 

愛媛大学医学部 消化器・内分泌・代謝内科学 講師 吉田 理 

 

川本龍一先生の御退任を心よりお慶び申し上げます。 

私は、2002 年 10 月から 2004 年 6 月まで、(当時の)野村町立野村病院で川本先生に御指

導頂きました。2002 年 3 月に大学を卒業したばかりで、医師としても、社会人としても未

熟な私に、川本先生は、医師、社会人として大切なイロハを教えて下さりました。野村病院

で川本先生に教えて頂いたことが、今の私の礎となっております。 

私が川本先生に初めてお会いしたのは、2002 年 9 月に当時の第三内科の医局長と野村病

院に挨拶に行った時でした。初対面の川本先生は、ぶっきらぼうで、大丈夫かな？と少し不

安になりました（川本先生、すみません！）。実際に赴任してみると、川本先生は、外来・

入院患者の診療に加え、週に 2⁻3 回救急当直を行い、上下部内視鏡、腹部エコー、胸腔ドレ

ーン挿入、挿管・人工呼吸器管理、骨髄穿刺、腎生検、肺生検などなどの想像しうる全ての

医療手技を行い、医学生、研修医や専攻医だけでなく、看護師などの医療従事者の教育を行

いながら、数多くの論文を執筆する超超超スーパーマンでした。さらに、医療スタッフのみ

ならず、患者さんにも、信頼され、愛されており、私の理想の医師像となりました。 

私の大学院時代の研究指導をして下さったアクバル先生に、「人間は、長い人生の中で、

人生に影響を与えてくれる 3 人の師匠に出会う」、と言われました。私にとって川本先生は、

間違いなくその中の 1 人です。私が勝手に「カワモトイズム」と呼んで、実践していること

があります。①患者さんを断らないこと、②勉強し続けること、③（夜型ではなく）朝方人

間として仕事をする。①川本先生が患者さんの診療を断っているところを見たことがあり

ません。夜中は、家の壁を殴ってから病院に来るとの噂はありましたが・・。真相は不明で

す。②川本先生は、私とのふたり勉強会を毎週開いて下さりました。内科外来の裏で医学雑

誌、学会誌、論文を一緒にたくさん読みました。勉強し続けることの大切さを教わりました。

③御存じの通り、川本先生は朝型人間で、朝の外来が始まる前に全ての入院患者を診察され

ておりました。現在、私は早朝に職場に行き、診療の数時間前から仕事を開始するようにし

ております。最近、4 つ目のカワモトイズムに気づきました。当時の私は、川本先生は何で

ランニングするんだろう？と不思議に思っておりました。川本先生は今でも愛媛マラソン

に出場されております。ランニングは、体力、精神力の鍛錬と、ストレス解消に最適です。

40 歳を超えてから私もランニングを始め、現在はランニングにハマっております。 

私は、スーパーマンである川本先生に少しでも近づけるように、「カワモトイズム」を勝

手に継承しながら、今後の医師人生を精進していきたいと考えております。また、川本先生

のように還暦を超えてもフルマラソンに出場できるよう、走り続けていきたいです。 

野村病院を離れてからの約 20 年間、川本先生とゆっくりとお話をさせて頂く機会がなか

なかございませんでした。お酒を飲みながら、川本先生とゆっくりとお話がしたいですので、

是非、誘って下さい！！ 

最後になりますが、川本先生の今後の御活躍と御多幸を心よりお祈り申し上げます。  
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川本 龍一 先生のご退任に寄せて 

愛媛大学医学部 地域医療・総合診療学講座 准教授 菊池 明日香 

 

ご退官に際し、長年のご功績に心より敬意を表し、感謝申し上げます。 

川本先生との出会いは、私が医学部3年生の地域医療学の授業の時でした。突然「地域

医療を学びたい」と訴えた私に、当時は5・6年生の実習以外に前例がなく、先生も戸惑

われていたと記憶しております。しかし私の思いを受け止め、地域の病院まで同行する

ことを許可してくださったおかげで、低学年の実習が始まりました。その流れはやがて

毎年1年生の医科学研究の学生を受け入れる体制の構築へとつながりました。先生が柔

軟に道を開いて下さったことで、より多くの医学生が地域医療を密に学べる機会が生ま

れたのではないかと思います。 

さらに川本先生は学生時代から臨床研究の手法をご指導くださり、私は医学生の動機

づけや進路選択に関する研究に取り組むことができました。この研究は今では私のライ

フワークとなりつつあります。また卒業後、診療科選びに迷った際も先生は地域医療を

押しつけず、親身に相談に乗ってくださり、私は地域で生活する人に寄り添う医療に自

分の道を見いだすことができました。 

先生は私にとって人生の師であり、父親のような存在です。その底知れぬエネルギー、

救急から在宅に至る幅広い臨床に携わりつつ研究を貫かれる姿勢には、深い尊敬の念を

抱いております。地域医療と教育に尽くされた先生の歩みに心から感謝し、今後もなお

地域でご活躍されますことをお祈り申し上げます。 
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川本龍一先生の地域医療学講座ご退任に寄せて 

愛媛大学医学部 地域医療・総合診療学講座 助教 二宮 大輔 

 

このたび川本教授がご退任を迎えられるにあたり、記念誌に拙文を寄せる機会を得ま

したことを大変光栄に存じます。『愛媛県の地域医療学の父』との評がまさにふさわし

い川本教授について、誠に僭越ながら研究・臨床・教育の三つの観点から述べさせてい

ただきます。 

 研究においては、「Nomura Study」と言うべき地域住民を対象とした長年の疫学研究

を基礎に、数々の原著論文を世界に発信されました。教授は“地域に居ながら研究する”

のではなく、“地域だからこそできる研究”の魅力を示され続けられたことは、私たち後

進にとって大きな指針となっています。 

 臨床面では、プライマリ・ケアが提唱する ACCCA（近接性・包括性・協調性・継続

性・責任性）をまさに体現されてこられました。「目の前の患者さんをしっかり診る。

この地域全体のことを考える。」― 言葉少なな教授が、私に強く語られたこの一言が今

も忘れられません。 

 教育においては、今日では当然のように行われている早期体験実習・参加型臨床実習

を、すでに 20 年以上前から実践されていた先見の明に驚かされます。また、そのお考

えを押し付けることなく、来る者拒まず去る者追わず― その寡黙な姿勢の中に、深い

信念が感じられました。私が学生時代、流行の茶髪で浮ついた 1 年生だったころ、夏休

みの地域実習で「町立野村病院」を訪れた際、川本先生に手招きされて渡されたのが大

腸カメラでした。見るのも初めての器具を手にし、ただ「抜いてみて」と指示され裏に

消えていく先生の背中を見送りながら、冷汗が止まらなかったのを今でも鮮明に覚えて

います。『地域では自分以外に誰もいない状況がある。だが患者さんの病気は待ってく

れない。だからこそ研鑽を積みなさい。』という強いメッセージを、その背中から感じ

取った出来事でした。今振り返れば、恐ろしくも愛情に満ちた指導であったと実感しま

す。 

 これらとともに私の心に最も残るのは、先生の人間性の豊かさです。カレー・蕎麦・

コロッケを好み、饅頭屋の息子として饅頭には厳しく、当直の合間には銭湯に足を運ば

れる― そんな親しみやすいお人柄の中に、飾らない温かさを感じてきました。私が医

師になった 20 数年前は、「倒れるまで働いて一人前」という価値観が残る時代でしたが、

先生の「家庭医が自分の家庭を守れなくてどうする」という言葉には深く感じ入りまし

た。地域医療における人手不足という現実の中でも、個人の犠牲ではなく、組織の体系

化と効率化とともに、人と考えが循環する可塑性を保たれたことも、まさに先駆的です。

医師という仕事を楽しみ、受け入れ、感謝する― そうした生き方を、言葉ではなく背

中で教えてくださった川本先生こそ、『地域医療学の父』にふさわしい方です。その“背

中から渡されたもの”の重さは、あの大腸カメラ以上にずっしりと感じています。 
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川本 龍一 教授のご退任に寄せて 

西予市長 管家 一夫 

 

このたび、川本龍一教授が愛媛大学地域医療学講座をご退任されるにあたり、心より

感謝と敬意の意を表したく、本稿を寄せさせていただきます。 

川本教授は長年にわたり、野村・城川地区を中心に、生活習慣病に関する実践的な研

究と地域医療の推進に取り組まれてこられました。高齢化や過疎化が進む地域において、

住民一人ひとりの生活に寄り添いながら、地域特有の健康課題を明らかにし、住民参加

型の保健活動や継続的な健康支援の体制づくりに尽力されたことは、まさに地域医療の

理想を体現するものであったと思います。教授の研究成果は、単なる学術的知見にとど

まらず、地域住民の暮らしと健康に直接結びつくものであり、多くの人々の命と生活を

支える基盤となりました。 

また、地域医療に熱い情熱を注ぐ一方で、学生教育にも非常に力を注がれました。講

義や臨床実習では、医学知識のみならず、地域に根ざした医療の在り方、人と向き合う

姿勢の大切さを繰り返し説かれ、学生たちの心に深く刻まれました。 

地域の第一線に立ち続けながら、教育と研究に誠実に取り組まれてきた川本教授の姿

勢は、私たちにとって常に学びの源であり、模範でもありました。教授が地域住民の信

頼を集め、安心を届けてこられた歩みは、今後の地域医療を担う若い世代へのかけがえ

のない遺産となることでしょう。 

ご退任を迎えられる今、これまでのご尽力に心からの感謝を申し上げるとともに、今

後のご健勝とますますのご活躍をお祈り申し上げます。 
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日本の地域医療をリードする地域医療学講座 

綾川町国民健康保険陶病院 院長 大原 昌樹 

 

私と川本教授は大学同期で、卒業後も隣県の田舎の病院で共に地域医療に取り組んで

きた友人です。卒後3年目から診療所や小規模病院に赴任すれば、通常、研究などでき

ないと考えるものですが、かぜなど外来でよく診る疾患の受療分析や地域在住高齢者を

対象としたアンケート、検診データを解析し、発表した論文にまとめていたことには衝

撃を受けました。私も川本先生の指導・助言を受けて、地域在住高齢者の調査をしまし

たが、分析や継続性は足元にも及びませんでした。さらに現在に至るまでざまざまな角

度から地域を分析していることにも驚かされます。 

先日、香川県出身で西予市民病院に最近赴任した後輩から、川本先生が早朝6時台か

ら回診をしている話しを聞きました。15周年記念誌にも書きましたが、川本先生は、学

生時代、「ランニング同好会」なるものを結成し、朝6時に学生寮玄関を出発し広い大

学構内を毎日走っていました。卒業後はそれを回診に変えて、いまだに行っていること

にも驚きです。 

教室運営については、地道に着実に成果を挙げ、地域医療の分野で他をリードする存

在となっていることは関係者の認めるところです。私は、微力ながら創設時から講義を

担当させていただいておりますが、授業数が増え、後進が育っていることを実感してき

ました。また、研究会に行くと愛媛大学の学生が、川本先生指導の元、質の高い研究発

表しているのにも驚かされてきました。地域医療学講座は退官されますが、請われて大

学地域医療支援センターに残ると聞いています。地域医療、地域連携、総合診療、総合

内科などの分野はこれからますます重要となります。また、地域枠医師など若手医師の

キャリア支援、人材育成が求められています。今後も教育、研究、臨床の各方面での活

躍を期待しています。  
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川本 龍一 教授のご退任に寄せて 

新居浜市医師会 会長／かとうクリニック 院長 加藤 正隆 

 

川本先生は、長年に亘り愛媛県の地域医療発展に尽力されてこられました。愛媛大学

地域医療学教室創設から、学問としての地域医療の探究にとどまらず、現場に根ざした

実践を通じて、地域住民の健康と安心を支えてこられたことは非常に大きな功績です。 

特筆すべきは、「医師を地域に育て、地域で育む」という一貫した理念です。医師不

足や医療偏在が深刻化する中で、学生や若手医師が地域住民とともに学び、地域医療の

魅力を体感できる仕組みを整えられました。早期体験実習や地域医療実習の充実に尽力

され、多くの学生が地域に根を下ろす契機を得たことは、まさに先生のご指導の賜物と

いえます。現在、県内各地で活躍する医師の中には、先生の薫陶を受けた人材が数多く

存在しています。 

私自身も、川本先生のご厚意により、地域医療学教室の講義の一環として、年に一度、

医学科三年生を対象に「医学生として知っておきたい“禁煙学”」と題した講義を担当さ

せていただきました。喫煙がもたらす健康被害や依存の問題、社会的背景などを学生と

ともに考える場をいただけたことは、私にとっても大変貴重な経験でした。このように

外部の臨床医が教育に関わる機会を広げてくださったのも、川本先生の「地域と大学を

結ぶ」というお考えの具体的な実践であり、地域医療教育の裾野を広げる大きな力とな

ったと感じております。 

さらに、私と川本先生とのご縁は古く、自治医科大学で１期違いの学年という関係に

始まります。卒業後は愛媛県立中央病院での初期研修を１年間共に過ごし、臨床の基礎

を同じ現場で学び合いました。その時期、指導医の先生方のお誘いを受けて、マニラで

開催された第２回アジア医師会議（AMDA）に一緒に参加したことも、忘れ得ぬ思い出

として残っております。若き日にともに汗を流し、国際会議の場で地域医療の意義を見

つめ直した経験は、その後の歩みにも少なからぬ影響を与えてくれたように思います。 

川本先生は教育にとどまらず、県内外の医師会や行政とも緊密に連携し、医療提供体

制の再編や地域包括ケアの推進に取り組まれました。災害医療や救急搬送困難事例への

対応など、地域が直面する課題にも積極的に関わられ、学問的知見と現場感覚を融合さ

せたご提言は、多くの実務者にとって指針となってきました。 

その根底には、常に温厚にして誠実なお人柄がありました。会議の場でも柔和な語り

口でありながら核心を突かれるご発言には、誰もが深い敬意を抱いてまいりました。 

先生が築かれた理念と実践は確実に次世代へと受け継がれております。先生の蒔かれ

た種は芽吹き、やがて豊かな森として地域医療を支え続けていくことでしょう。長年の

ご尽力に深謝申し上げるとともに、今後ますますのご健勝を心よりお祈りいたします。 
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川本龍一先生のご退任に寄せて 

西予市立野村診療所 所長 大塚 伸之 

 

地域医療学講座で15年、本当にお疲れさまでした。 

しかしながら、その後も、愛媛大学では、地域医療支援センター長として、地域医療に

従事する医師の確保や定着に尽力しています。 

西予市では、西予市民病院・野村診療所・介護老人保健施設つくし苑のsupervisorとし

て、診療に従事するだけではなく、経営面にもかかわっておられます。 

現在も、医学生、研修医、専攻医の教育や指導にもあたられています。 

先生のつくられたサテライトセンターや学生教育プログラムなどは、レガシーとなっ

ていると感じられます。 

15年間、失速することなく全速力で走り抜けた結果、多くの医療関係者を巻き込んで

大きな成果につながったのだと思います。 

医師だけではなく、コメディカルや介護や福祉にかかわるにとって、先生の背中は大

きく、頼りがいのあるものに見えています。地域医療マインドを持った人たちが周りに

たくさんいます。 

これからも気力体力の続く限り地域医療を楽しんでください。 
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「心よりの尊敬と感謝を込めて」 

愛媛県立中央病院 総合診療科／へき地医療支援機構  杉山 圭三 

 

この度は定年ご退官、誠におめでとうございます。地域医療学講座という難しい宿題

を課された教室の初代教授として、大変なご苦労をなされたことでしょう。本当にご苦

労様でした。 

さて、実は私は川本先生と直接一緒に勤務をした経験がありません。母校、自治医科

大学では入れ違いの学年で、私が入学の際には既にご卒業しておられましたので、学生

生活でも重なる事はありませんでした。私が初めて川本先生を意識するようになったの

は、おそらく私の故郷にある診療所へ自治医大卒業生が派遣されることになり、川本先

生が赴任されたことを知ったときだと思います。当時まだ学生だった私は、「えっ？あ

の診療所に自治医大が行くことになったって、まさか俺が派遣される前提じゃないよ

ね？」と勘ぐったりしたものです。結局私自身は地元へ派遣されることはありませんで

したが、故郷の医療を支えていただいたことにつきまして、心より感謝申し上げます。 

川本先生との接点が増えたのは、私も義務年限を修了し、へき地医療支援機構専任担

当者として県立中央病院勤務となって、川本先生が地域医療学教室の教授にご就任され

てからだと思います。愛媛の地域枠の事とか、自治医大卒業生の事とか、地域医療支援

センターの事、最近は学会や専門研修プログラムに関係した事などで、価値観が似てい

るのか、大先輩なのに気安く交流させていただきました。自治体育大学と言われるよう

な母校の上下関係を強いられた記憶もなく、思えばひとえに川本先生の穏やかなお人柄

のおかげです。いつもソフトな語り口で、怒っている姿など見たことがありません。常

に謙虚な姿勢で物事に対処され、自分には出来ない境地だなと感心させられます。大学

での教育と、地域医療の現場での継続した診療、人材育成、研究などを高いレベルで維

持することは、なかなか簡単ではありません。ACCCAを長年実践してこられたことは、

本当に素晴らしいと思います。若い人たちには、是非川本先生を見習い、背中を追って

ほしいと思います。 

現在、私は自治医大同窓会の愛媛県人会長をさせていただいておりますが、愛媛大学

に川本先生が居られることで、愛媛大学の先生方と自治医大卒業生との間に心の架け橋

の様な安心感が得られている気がします。正直なところ、私にとっては大きな拠り所で

す。地域医療学講座の教授としてはご定年を迎えられましたが、引き続き違う立場で大

学に残られるとのことで、ちょっと安心した自分が居ます。定年退官という区切りを迎

えられ、川本先生は一息つかれたところかもしれませんが、どうか私たちの永遠の目標

として、末永くご活躍いただきますよう祈念申し上げます。 
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川本 龍一 先生のご退任に寄せて 

愛南町立一本松病院 副院長 嶋本 純也 

 

16年余の歩みを経て、川本龍一先生が愛媛大学地域医療学講座をご退任されるにあた

り、かつて先生のご指導を受けた一学生として、そして現在地域医療に従事する一医師

として、心より敬意と感謝を申し上げます。 

先生は地域医療学講座の設立と運営を牽引され、サテライトセンターを通じて、私に

「地域に根差す医師とは何か」「総合診療を教育の場として現場で学ぶ機会」を実地で

提供させてくださいました。講義室では学べない現実の医療の姿を地域の中で示された

ことは、私の医学観を大きく形作る礎となりました。 

日本では、明治期以降ドイツ医学の影響を強く受け、内科系学会の力が大きく働き、

1990年代からは「総合診療と内科の違いは何か」という議論が混乱を招いてきました。

そのため総合診療科の制度化は遅れましたが、実際には古来より地域の現場で総合診療

が実践されてきました。先生はその歴史を背景に、制度化の是非を超えて、現場での教

育の重要性を誰よりも理解され、地域医療の中で総合診療を体現してこられました。講

義室では学べない現実の医療の姿を地域の中で示されたことは、今も深く記憶に残って

おります。 

とりわけ印象深いのは、先生が常に「医師の姿勢が病院全体を動かす」と説かれたこ

とです。朝早く医師が職場に立てば、看護師をはじめとするスタッフもまた効率よく働

き、一日の流れが変わる。その姿勢は、単なる勤勉さを超えて、医師の責任と組織を導

く力を教えてくださいました。さらに「朝に頭を完成させる」ことの大切さを強調され、

早朝の静けさが研究の発想を生み、医師としての疑問を深め、人生を見直す契機となり

リーダーシップの本質を伝えていると感じました。 

また、地域医療に携わるなかで抱く不満や不平を、先生は決して否定せず、それらを

研究の源泉へと昇華されました。その姿は「諦めず、やりたいことを突き詰めていく」

信念そのものであり、私たちに深い感銘を与え力強い指針となりました。 

川本先生からのご教示は、知識や技術を超えた「医師としての生き方」でした。先生

の背中は灯台のごとく、迷う私たちを導き続けています。これから地域で働くとき、先

生のお言葉とお姿を思い出し、再び前へ進む勇気を得ることでしょう。 

16年余にわたり注がれた情熱とご功績に深甚なる敬意を表し、先生の今後ますますの

ご健勝とご活躍を心よりお祈り申し上げます。 
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家庭医・総合診療医を目指して 

医療法人 有津むらかみクリニック 赤瀬 太一 

 

家庭医・総合診療医とは地域住民の健康のために働く総合診療医のことであり、「ま

るごと診る」がキーワードである。特定の年齢・臓器・疾患などを守備範囲とする他の

専門医とは異なるアプローチが求められ、年齢や疾患を問わず、予防医療、多疾患併存

や、心理社会的問題などを含めて、家族との関係性も重視しつつ、包括的に対応できる

能力が必要であり、地域の医療・介護・福祉などのリソースと連携して、最適なサービ

スを提供していく能力が必要とされている。 

 世間では総合診療医に対して「なんでもできる医師、すべての領域の知識に精通し、

珍しい疾患も的確に診断でき、消化管内視鏡検査や小手術などすべてをこなし、小児か

ら高齢者まですべてを診察でき、軽い婦人科疾患までカバーする医師」を想像する人が

多い。しかし現実にはすべての領域をカバーすることは不可能で、能力取得も困難であ

るが、能力維持をすることはさらに困難である。家庭医・総合診療医とは患者に適切な

医療、ケアを提供するために患者の状態、患者の背景などに応じて適切に医療選択がで

き、医療提供をすることができる医師のことであると考える。 

 私は学生の頃は心臓血管外科医に憧れ、その後研修医時代には消化器外科医を目指し

た。専門医研修を考える中で、医師になろうと思ったきっかけを再度考えてみた。きっ

かけは「自分の育った島の人の役に立ちたい」であった。その為家庭医・総合診療医を

目指すことを決め、愛媛大学の家庭医総合診療プログラムでの研修を考えた。しかし私

は愛媛大学医学部出身ではない為、愛媛大学とのつながりがなく愛媛での専門医研修は

不安があった。麻酔科研修で愛媛大学病院を訪れていた時に、川本龍一先生に時間を作

ってもらい、自分の医師を志したきっかけ、家庭医・総合診療医を目指したいことを話

した。そうすると川本先生はすぐに「目標があることはいいことです。先生の島での医

療をしたいという目標がはっきりしていて、その目標を叶えるための教育・研修を十分

に愛媛大学地域医療学、家庭医・総合診療プログラムでは達成できると思います。」と

いう返答をいただいた。その後もいろいろ話したと思うが緊張していてあまり覚えてな

い。ただ「自分の育った島の人の役に立ちたい」という目標を達成するためには川本先

生の元で教育・研修を受けるべきであると感じたことを覚えている。その後西予市立野

村病院での研修が始まった。研修ではほぼすべての領域の疾患を扱うことができ、また

家庭医・総合診療医にとって最も大切である「患者一人一人にとって適切な判断をし、

医療、ケアを選択する能力」を学ぶことができた。 

現在私は自分の目標である島での医療を行っている。「自分の育った島の人の役に立

ちたい」という目標に近づいた。しかし患者にとって一番良い選択肢ができているのか

疑問、不安に思うことが多く、悩むことも多い。まだまだ知識、技術も足らないことを

実感する。その為に日々研鑽を積んでいる。「島の人の役に立ちたい」という目標を達

成することは自分の一方的な医療・ケアの提供ではなく、島の人から認められ、求めら

れる存在にならなくてはならない。今後も川本先生に教えていただいた家庭医・総合診

療医として頑張っていく。 
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川本 龍一 教授 業績のまとめ 

 

川本龍一氏は、昭和 35 年 1 月 20 日愛媛県松山市に生まれ、昭和 60 年 3 月自治医

科大学医学部を卒業、同年 4 月愛媛県立中央病院において研修を開始、愛媛県からの

派遣として昭和 62 年７月町立野村病院、平成 2 年 7 月三崎町国保二名津診療所に、

平成 4 年 6 月自治医科大学医学部地域医療学講座にて後期研修、平成 5 年 6 月町立野

村病院に再赴任し義務年限を終えた。平成 10 年 2 月同病院副院長に昇任した。西予

市立（平成 16 年 4 月市町村合併により改名）野村病院では経営改善などにも積極的に

取り組み、平成 17 年全国自治体病院協議会から優良病院として表彰を受けた。その後、

地域人口の大幅な減少等によるへき地診療所廃止に伴い、平成 28 年県内初の移動診療

車による巡回診療を導入した。西予市は東西に長く、高知との県境に位置する交通の便

が悪い山間部も存在する。このようなへき地であるため在宅医療の需要は高く、地域包

括ケアシステムの構築に向け、いち早く「多職種連携と地域包括ケア研究会」を設立し

た。継続した会議開催により体制構築の課題や取り組みに関する関係者間の共有を深め、

医療と介護の役割分担や多職種間の連携づくりを進め、地域包括ケアシステムの体制構

築に取り組んできた。 

平成 21 年 1 月愛媛大学医学系研究科地域医療学講座教授就任に伴い西予市立野村病

院と久万高原町立病院内に地域サテライトセンターを設置し、医学生の地域医療実習を

正式なカリキュラムとして導入するとともに各地域の診療支援活動や救急医療の充実

を図り、地域医療に関する研究、地域医療に精通した多くの医師の育成にも貢献した。 

同氏はこれまでに、地域医療学の分野で数多くの研究成果を挙げてきた。以下に、こ

れまでの業績の概要を示す。 

 

１．地域医療に関する教育 

 平成 21 年 1 月愛媛大学大学院医学研究科に愛媛県からの寄附講座として地域医療講

座が設立された。地域医療学講座では、医師不足地域（地方）に位置する西予市立野村

病院と久万高原町立病院、その後、愛媛県立南宇和病院に地域サテライトセンターを設

置し、学生が on the job training 形式で地域医療を学べる仕組みを整えた。これらの病院

は、介護老人保健施設を併設し、周囲に僻地出張診療所があり、医師が訪問診療に出て

いるという同じ条件を備えており、急性期・慢性期・終末期のそれぞれの患者さんの生

活の場を知ることがでる。学生は第一線の現場で地域医療を体験し、実践においてやり

がいや楽しみを見出し、地域医療への動機を明確にする。さらに、一連の流れのなかで

プライマリ・ケアの概念や保健・福祉との連携の重要さを学ぶことができる。病院はも

ちろん介護老人保健施設、デイケアセンター、僻地出張診療所、そして往診する患者さ

んの自宅が学びの場となる。患者、地域住民、先輩医師やスタッフとの触れあいから学

ぶことは多く、実習前には地域医療にマイナスイメージを抱きがちな学生も、実習後に
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は地域医療のやりがいを実感する。へき地と呼ばれる地域でも、実際に行ってみると思

ったほど不便ではなく、住民や患者さんも若い医師に優しい。期待されることで地域医

療への夢をもち、将来地域医療に携わりたいと考えるようになることが期待される。こ

れらの効果は学会報告や論文として世界に発信してきた。 

 大学での座学では、多くの学生に興味ある講義内容を提供してきた。また、1 年生か

ら行われる医科学研究にも力を入れ、結果として地域医療学の医科学研究を希望する学

生も多い。特に力を入れてきたことの一つとして地域枠学生に対する取り組みである。

毎週、昼休みを利用して学年毎に地域医療ワークショップを企画し、地域医療の課題を

テーマに意見を交換してきた。毎年 8 月のサマーセミナーでは、「愛媛の地域医療を担

うために」をテーマに全国の学生から参加者を募り、愛媛県各地の地域医療への関心を

深めるためのワークショップを開催してきた。学生主体のサークル活動にも協力し、地

域医療を知るための取り組み「うりぼうネット」の実施にも協力した。1 泊 2 日の行程

で医師や看護師らから地域医療の問題点や実情を聞き、夜は婦人会の人たちと食事をし

て交流を深め、翌日は地域の障害者福祉施設で歌ったり、農業公園施設でチーズを作っ

たりするワークショップを何度か実施した。以上のよう学生教育の分野でも高い評価を

受け、同人は、医学部 Best Teacher 賞を平成 24 年と平成 29 年の 2 度にわたり受賞した。 

 

２．地域医療に関する研究 

高齢化が進む野村町では糖尿病や脳梗塞が多いことから、地域在住の高齢者に関する

日常生活動作（ADL）や生活の質（QOL）の調査、動脈硬化性疾患と危険因子の解明に

関する横断調査やコホート調査を行ってきた。その成果として、血清尿酸値とインスリ

ン抵抗性との関係や死亡への影響、長期にわたる血清尿酸値の変化がメタボリックシン

ドロームの発症に強く関わること、体格では大腿周囲径/ヒップ周囲径比が腹囲周囲径/

ヒップ周囲径などの他の指標に比べ日本人の死亡に影響していることなどを明らかに

した。一方、世界各地で医師不足や診療科の偏在が叫ばれるなか、医学生の地方勤務へ

の意向に影響を与える要因については、性別、地方出身、地方勤務義務のある奨学金、

地方での早期体験、地方での臨床実習経験、総合診療志望など重要であることを明らか

にした。また、地域医療実習が導入され、地域医療従事への促進が図られているなか、

20 年以上にわたり地方での地域医療実習に関わり、実習における学生が残したポート

フォリオの分析や文献から地方勤務に対する自己効力感（自身の可能性の認知）尺度の

開発を行い、地方で医療を実践する意向との間に関連があることを示した。さらに、自

己効力感は地方でのキャリア意向にマイナス影響をもたらす地方生活に関する主観的

困難さの影響を軽減できる可能性を明らかにした。この間にこうした活動が評価され、

平成 21 年 4 月には米国内科学会（APC）より Volunteerism Award を受賞した。 

 

３．地域医療における診療 

平成 16 年新臨床研修制度導入によって多くの研修医が県外に流出し、地方の医師不
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足と偏在化がますます深刻化、地方の公立病院では診療科休止や事業規模の見直し、民

営化等、喫緊の課題に直面していた。そのような状況下で設立され地域医療学講座は、

疾病の診療にとどまらず、家族・職場・地域を視野に入れた幅広い医療活動をへき地に

おいて展開してきた。具体的には、3 つのサテライトセンターでの診療や救急医療、当

直支援である。さらに愛媛大学医学部附属病院が支援している愛媛県今治地域の救急医

療支援への参加である。大学附属病院では平成 28 年 3 月から総合診療科を担当し、外

来診療も行ってきた。対象は地域の医療機関からの初診患者である。多くの患者は大学

に辿り着くまでに複数の病院を受診し、様々な検査を既にされた方が多く、それでも自

身の病状に納得されていない方々である。総合診療科は各科との連携を通じて原因解明

や病状説明、治療を行う役割を果たしてきた。こうした活動が評価され、令和 6 年 3 月

には住友生命福祉文化財団より地域医療貢献奨励賞を受賞した。 

 

以上の活動と関連して、各種学会の運営にも重要な役割を果たしている。主な活動と

しては、日本内科学会全国・四国支部評議員、日本老年医学会代議員、日本プライマリ・

ケア連合学会評議員、日本病院総合診療医学会評議員などを歴任するとともに、第 8 回

日本プライマリ・ケア連合学会学術大会副会長を務めた。地域においても、愛媛プライ

マリ・ケア研究会の代表世話人、日本プライマリ・ケア連合学会愛媛県支部長、第 8 回

と第 16 回日本プライマリ・ケア連合学会四国地方会会長として大会を開催し、学術の

発展に力を尽くした。令和 2 年 11 月には日本プライマリ・ケア連合学会四国ブロック

プライマリ・ケア功労賞を受賞した。また、日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・

指導医、日本老年医学会認定老年科専門医・指導医、日本プライマリ・ケア連合学会認

定医・指導医、日本糖尿病学会認定糖尿病専門医・指導医、日本病院総合診療医学会認

定病院総合診療医・指導医、日本超音波医学会認定超音波専門医・指導医、日本内視鏡

学会認定消化器内視鏡専門医、米国内科学会上級会員として自ら高度の診療を行うとと

もに、愛媛県立中央病院、松山赤十字病院、済生会松山病院、松山市民病院、済生会今

治病院の卒後臨床研修管理委員として若手医師の卒後教育に尽力した。さらに、愛媛県

へき地医療支援計画策定会議委員として地域医療の発展に多大な貢献を果たした。 

 

 以上のように、同人は永年にわたり、大学や地域医療機関での教育、研究、診療に尽

力し、優れた教育・研究者として、医学教育、学術の発展に貢献したものであり、その

功績は誠に顕著である。 
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地域医療学講座の主な軌跡 

 

2008 年 10 月～ 寄附金の支出に係る総務大臣の決定 

2008 年 12 月～ 地域医療学講座設置に関する協定締結式（愛媛大学－県） 

2009 年 01 月～ 愛媛県からの寄附講座という形で地域医療学講座が誕生 

2009 年 05 月～ 西予市立野村病院と久万高原町立病院に地域医療学講座サテライト

センターを設置し地域医療実習の開始 

2009 年 08 月～ 愛媛県サマーセミナーを開講 

2010 年 04 月～ 3 年生の先端基礎医学枠・4 年生の先端医療学講義枠を活用し、地域 

医療学の講義を開始（単位なし） 

2010 年 04 月～ 地域枠学生を対象に地域医療ワークショップを毎週木曜日の昼曜日  

        に開始 

2012 年 04 月～ 研究科配属学生受け入れ開始 

2017 年 04 月～ 愛媛大学医学部附属病院総合診療科の設置 

2018 年 05 月～ 3 年生を対象に地域医療学の講義を正課科目（単位 0.5）として開始 

2020 年 05 月～ 愛媛県立南宇和病院に 3 番目の地域医療学講座サテライトセンター 

を設置 

2025 年 04 月～ 地域医療学・総合診療学講座と講座名を改め、阿部 雅則教授、菊池 

明日香准教授、二宮 大輔助教のもと、スタッフも増員に  
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5. 川本龍一：Dr ジチ 医療の谷間に灯をともす人々．下野新聞社，栃木，2018． 

6. 川本龍一：熟練にから“日常診療のさまざまなコツ”を伝授「コメディカルとの連携

のこつ」，南山堂，東京，2009：P 214． 

7. 飯島克己監訳：／100 Cases in Psychiatry 心の診療 100 ケース プライマリ・ケ

アで押さえたい精神医学的キーポイント，メディカルサイエンス・インターナショ

ナル，東京，2012. 

8. 川本龍一．Ⅲ 在宅医療．2 在宅ターミナルケア．河野公一，福井次矢，倉本秋，

米田博（編）．金芳堂，京都，2013：47-54． 

9. 川本龍一．在宅医療における臨床検査 実践編 血栓症（D-dimer，下肢エコーな

ど）．小谷和彦（編）．じほう，東京，2023：44-58． 
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Biomark Insights 14: 1177271919851505, 2019.  

 

Akase T, Kawamoto R, Ninomiya D, Kikuchi A, Kumagi T. 

Neutrophil-to-lymphocyte ratio is a predictor of renal dysfunction in Japanese patients with type 

2 diabetes.  

Diabetes Metab Syndr 14(4): 481- 487, 2020. 

 

Kikuchi A, Kawamoto R, Ninomiya D, Kumagi T. 

Hyperuricemia is associated with all-cause mortality among males and females: Findings from a 
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Metabol Open 14: 100186, 2022. 

 

  

https://researchmap.jp/read0146704/published_papers/27392179
https://researchmap.jp/read0146704/published_papers/27392179
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主な競争的資金等の研究助成 

 

科学研究費助成事業 

⚫ 専門職連携教育による地域医療実習を通じて形成される地域志向性を評価する尺 

の開発  

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 2012 年 4 月- 2015 年 3 月 

⚫ 地域医療実習での地域診断手法の導入による地域志向性の滋養に関する研究  

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 2015 年 4 月- 2018 年 3 月 

⚫ 地域志向性を評価する尺度の検証と活用に関する調査研究 

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 2018 年 4 月- 2021 年 3 月 

 

愛媛大学地域協働教育研究支援事業 

⚫ 愛媛県医師不足地域におけるコロナ禍の地域医療実習の検討 

令和 3 年度愛媛大学地域協働教育研究支援事業 2021 年 4 月- 2022 年 3 月 

⚫ 愛媛県医師不足地域における多様なニーズに対応できる医師養成のための地域医 

療実習の導入 

令和 4 年度愛媛大学地域協働教育研究支援事業 2022 年 4 月- 2023 年 3 月 

⚫ 医師不足地域における専門職連携教育と地域志向性の滋養に関する前向き調査 

令和 5 年度愛媛大学地域協働教育研究支援事業 2023 年 4 月- 2024 年 3 月 

⚫ 医療資源の乏しい地域における地域医療実習：地域医療の現状と課題を知る取り組 

   み 

令和 6 年度愛媛大学地域協働教育研究支援事業 2024 年 4 月- 2025 年 3 月 

 

財団法人地域社会振興財団事業 

⚫ 山間地域における生活習慣病に関する研究  

財団法人地域社会振興財団 長寿社会づくり研究 2015 年 4 月- 2018 年 3 月 

⚫ 山間地域における生活習慣病に関する研究  

財団法人地域社会振興財団 長寿社会づくり研究 2018 年 4 月- 2021 年 3 月 

⚫ 山間地域における生活習慣病に関する研究  

財団法人地域社会振興財団 長寿社会づくり研究 2021 年 4 月- 2024 年 3 月 

⚫ 山間地域における生活習慣病に関する研究  

財団法人地域社会振興財団 人生 100 年研究  2024 年 4 月- 2025 年 3 月 

 

西予市事業 

⚫ 地域在住者を対象とした健康と生命予後に関する調査  

西予市地域貢献研究事業補助金  2020 年 4 月- 2023 年 3 月 
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⚫ 地域包括ケアにおける多職種連携活動を円滑にするための調査研究  

西予市地域貢献研究事業補助金  2024 年 4 月- 2025 年 3 月 

 

協力 

⚫ 簡易血糖値測定システムによる動脈血を用いた血糖値測定の有用性研究（2018 年

11 月） 

川本龍一 

⚫ 高齢者高血圧コホート研究（2004 年 10 月～2018 年 12 月） 

川本龍一 

⚫ Japan Diabetes Complication and its Prevention Prospective Study（2008 年 6 月～2018 年

12 月） 

川本龍一 

⚫ EWTOPIA 75 試験（2010 年 4 月～2018 年 12 月） 

川本龍一 

⚫ 糖尿病重症化予防事業 

川本龍一 
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主な主催した学会・研究会 

 

学会 

第 4 回日本プライマリ・ケア学会四国支部総会・学術会 

2004/12/04 愛媛県医師会館 

第 8 回日本プライマリ・ケア学会四国支部総会・学術会 

2008/12/06-07 愛媛県民文化会館 

第 23 回日本老年医学会四国地方会 

2012/11/17-18 愛媛大学附属病院地域医療支援センター 

第 16 回日本プライマリ・ケア連合学会四国支部総会・四国地域医学研究会 

2016/11/12-13 愛媛県看護協会 

研究会 

愛媛プライマリ・ケア研究会  一般演題と特別講演 

回 開催日 特別講演演者所属 演者名 

第 1 回 2001/06/23 みなうち内科神経内科院長 

自治医科大学 地域医療学准教授 

皆内 康弘 先生 

飯島 克己 先生 

第 2 回 2002/07/20 札幌医科大学 地域医療総合医学講座 教

授 

山本 和利 先生 

 

第 3 回 2003/07/12 自治医科大学 地域医療学講座講師 三瀬 順一 先生 

第 4 回 2004/07/10 石橋クリニック院長 プライマリ・ケア

学会常任理事 

石橋 幸滋 先生 

第 5 回 2005/07/09 国立病院機構京都医療センター・内分泌

代謝性疾患臨床研究センター長 

坂根 直樹 先生 

第 6 回 2006/07/09 社団法人 地域医療振興協会 地域医療研

修センター長 

名郷 直樹 先生 

第 7 回 2007/06/09 自治医科大学 地域医療学講座教授 梶井 英治 先生 

第 8 回 2008/07/12 岐阜大学 地域・へき地医療部門地域医

学講座（岐阜県寄附講座）特任教授 

山田 隆司 先生 

第 9 回 2009/07/18 聖マリアンナ医科大学 救命救急センタ

ーセンター長 

箕輪 良行 先生 

第 10 回 2010/07/17 自治医科大学 地域医療学講座准教授 奥野 正孝 先生 

第 11 回 2011/07/09 北海道大学病院 特任准教授 宮田 靖志 先生 

第 12 回 2012/07/21 福井大学附属病院 総合診療部教授  林 寛之 先生  

第 13 回 2013/07/20 帝京大学ちば総合医療センター 地域医

療学教授  

井上 和男 先生 
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第 14 回 2014/07/12 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科  地

域医療人材育成講座教授 

佐藤  勝  先生

  

第 15 回 2015/06/27 自治医科大学 地域医療学センター 総合

診療部門教授 

松村 正巳 先生 

第 16 回 2016/11/12 宮崎大学医学部 地域医療・総合診療医

学講座教授 

吉村 学 先生 

第 17 回 2017/07/01 愛媛大学大学院医学系研究科 地域生活

習慣病・内分泌学教授 

 

広島大学大学院医歯薬保健学研究院 地

域医療システム学講座教授 

松浦 文三 先生 

 

 

松本 正俊 先生 

第 18 回 2018/06/30 徳島大学病院 総合診療部教授  谷 憲治 先生 

第 19 回 2019/06/29 自治医科大学 地域医療センター地域医

療学部門教授 

小谷 和彦 先生 

第 20 回 2021/03/23 愛媛大学  総合健康センター教授 古川 慎哉 先生 

第 21 回 2021/08/31 高知大学医学部 家庭医療学講座教授 阿波谷 敏英 先

生 

第 22 回 2024/01/26 大阪医科薬科大学病院 総合診療科教授 鈴木 富雄 先生 

第 23 回 2024//05/21 地域医療連携推進法人県北西部地域医療

ネット代表理事 

後藤 忠雄 先生 
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第 17 回地域医療奨励貢献賞を受賞して 

 

この度、自治医科大学卒業生にとって最も栄誉ある賞を受賞し、光栄に思います。こ

れまで公私にわたりご指導・ご支援をいただいた多くの方々に心より感謝申し上げます。

この受賞を励みに、今後も地域での臨床、教育、研究に努め、社会に貢献していきたい

と考えております。 

 

受賞理由 

川本 龍一（かわもと りゅういち、63 歳） 愛媛県

出身 昭和 60年自治医科大学卒。 

愛媛大学大学院医学系研究科地域医療学講座教授 

卒業後、県南予地域の中でも特に過疎化や高齢化が

著しく進行する西予市野村地域の西予市立野村病院

（へき地医療拠点病院）において、義務 年限内を含め

て 30 年余りの長きにわたり地域に根差した地域医療

に従事。とりわけ野村病院内での内科診療や二次救急

医療に従事される傍ら、病院から車で１時間ほどかか

る山間地への訪問診療や、へき地診療所廃止に伴い導

入した移動 診療車による巡回診療など、医療資源に

恵まれない地域の医療の維持・確保に尽力。加えて、

西予市以外のへき地診療所への代診支援など、西予市

野村地域に留まらず幅広く地域医療を継続的に提供。また西予市における急務の課題で

あった「地域包括ケアシステム」の構築に向け、いち 早く「多職種連携と地域包括ケ

ア研究会」を設立し、継続した会議開催により体制 構築の課題や取り組みに関する関

係者間の共有を深め、医療と介護の役割分担や多職種間の連携づくりを進め、野村病院

の地域包括ケア病棟設置と西予市野村地域の「地域包括ケアシステム」体制構築に大き

く貢献。その功績は極めて大きい。  

 

表彰式 

（1）日時 2024 年 3 月 2 日（土）15：00 より 

（2）会場 都市センターホテル 〒102-0093 東京都千代田区平河町 2-4-1 (TEL) 03-3265-

8211 (FAX) 03-3262-1705 

（3）表彰内容 表彰状、表彰楯、副賞 50 万円を授与 以上 
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地域医療学講座の取り組み 

 

 当講座は、地域医療支援センター、卒後臨床研修センター、各診療科等の学内組織、

そして愛媛県や市町村、西予市地域サテライトセンター、久万高原町地域サテライトセ

ンター、愛南町地域サテライトセンター、津島町地域サブセンター、地域医療機関等学

外の関係機関と連携を図りながら「地域を舞台に学ぶ」をスローガンとして以下のよう

な取り組みを行ってきました。 

 

1 医学科学生教育 

・学生教育 

1 年生：早期体験実習【必須】：地域枠 

1 年生：医科学研究：地域医療学講座基礎配属【必須】：4 名、4 年生 1 名  

3 年生：地域医療学講義【必須】27 コマ：全員 

社会と医療講義【必須】１コマ：全員 

4 年生：衛生学・公衆衛生学特別講義【必須】１コマ：全員 

5 年生：臨床実習（地域医療実習 2 週間、2022 年 11 月～2024 年 3 月）【必須】：全員 

6 年生：臨床実習（地域医療実習 2～4 週間）【選択】：久万・野村での希望なし 

1～6 年生：春季・夏季休暇期間中の地域医療合宿【希望】：3 名 

 

・学生教育支援 

 地域医療ワークショップ毎週木曜日昼休み（年 26 回）：地域枠 

 愛媛県主催医学生サマーセミナー（年 1 回）：地域枠＋自治医大学生＋他大学医学生 

医学生による診療船 済生丸実習（年 1 回）：5 月 3 名参加 

愛南町の医療にふれる会（年 1 回）：希望者 

多職種連携ワークショップ（年 1 回）：20 名 

  

2 医師のキャリア支援活動 

・愛媛大学医学部附属病院 病院総合医専門研修プログラム：1 名 

・初期臨床研修 地域医療研修（西予市立野村病院内科）：6 名 

 

3 地域医療支援 

・愛媛大学医学部附属病院総合診療科外来：毎日午前中 

・西予市立野村病院・久万高原町立病院・愛媛医療センター 

・今治医師会立市民病院の診療支援     ・同門会員の診療所支援 

・講演会の開催：西予市多職種連携地域包括ケア研究会    

・地域での講演活動  
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地域医療学講義内容（2024 年） 

 

2024 年度 地域医療学講座 27 コマ 4 時限：13:00－14:00 

先端医療学  

 1 月 10 日 金曜日 5 時限 地域医療の実践 「バングラデシュでの医療活動」 非常勤講師  宮 川 

 1 月 10 日 金曜日 6 時限 地域医療の実践 「病院運営と患者ケア」 非常勤講師 宮 岡 

 

後期課程     

  時 限 テーマ 所 属  担当医師 

1 10 月 10 日 木曜日 4 時限 地域医療の理論 「総合診療（家庭）医活動のマインド」 地域医療学  川 本 

2 10 月 11 日 金曜日 4 時限 地域医療の理論 「患者さんの視点」 総合診療科  菊 池 

3 10 月 17 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「総合医と専門医の役割」 地域医療学  阿 部 

4 10 月 18 日 金曜日 4 時限 地域医療の理論 「ライフサイクルと健康」 地域医療学  二 宮 

5 10 月 24 日 木曜日 4 時限 地域医療の理論 「地域医療における解釈モデルの活用」 地域医療学  川 本 

6 10 月 25 日 金曜日 4 時限 地域医療の理論 「地域医療における面接技法」 地域医療学  二 宮 

7 10 月 31 日 木曜日 4 時限 地域医療の理論 「地域医療での EBM と NBM の基礎」 地域医療学  川 本 

8 11 月 07 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「地域医療での EBM と NBM の実践」 地域医療学  川 本 

9 11 月 14 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「地域医療と医師の働き方改革」 地域医療学 阿 部 

10 11 月 15 日 金曜日 4 時限 地域医療の実践 「身体診察の基本」 地域医療学  菊 池 

11 11 月 21 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「地域医療での生活習慣病と行動変容」 地域医療学  川 本 

12 11 月 22 日 金曜日 4 時限 地域医療の実践 「コミュニケーション」 総合診療科  菊 池 

13 11 月 28 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「地域医療における多職種連携活動」 地域医療学 川 本 

14 11 月 29 日 金曜日 4 時限 地域医療の実践 「地域における医療資源の活用」 地域医療学  二 宮 

15 12 月 05 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「地域医療での予防医療活動」 地域医療学  川 本 

16 12 月 06 日 金曜日 4 時限 地域医療の実践 「家庭医による禁煙活動」 非常勤講師 加 藤 

17 12 月 12 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「在宅医療」 地域医療学 川 本 

18 12 月 13 日 金曜日 4 時限 地域医療の実践 「高齢者医療と福祉」Web 非常勤講師  大 原 

19 12 月 19 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「地域医療と災害医療」 地域医療学 阿 部 

20 12 月 20 日 金曜日 4 時限 地域医療の実践 「日常病と臨床推論 1」 地域医療学  菊 池 

21 01 月 09 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「日常病と臨床推論 2」 地域医療学  川 本 

22 01 月 09 日 木曜日 5 時限 地域医療の実践 「日常病と臨床推論 3」 地域医療学  阿 部 

23 01 月 10 日 金曜日 4 時限 地域医療の実践 「日常病と臨床推論 4」 地域医療学  二 宮 

24 01 月 16 日 木曜日 4 時限 地域医療の実践 「地域医療における研究活動」 地域医療学  川 本 

25 01 月 17 日 金曜日 4 時限 テスト 地域医療学  川 本 
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地域医療ワークショップ（地域枠対象）（2024 年） 

 
木曜日 12：05－12：55 

実 施 日 対 象 内 容 

4 月 11 日（木） 第 221 回：地域枠 2 年生 日本の医療制度 

4 月 18 日（金） 第 222 回：地域枠 3 年生 少子高齢化 

4 月 19 日（木） 第 223 回：地域枠 1 年生 自己紹介 

4 月 24 日（木） 第 224 回：地域枠 4 年生 ポリファーマシー 

5 月 2 日（木） 第 225 回：地域枠 2 年生 医師としてのプロ意識 

5 月 9 日（木） 第 226 回：地域枠 3 年生 地域医療の課題 

5 月 16 日（木） 第 227 回：地域枠 4 年生 胸写を読む 

5 月 24 日（金） 第 228 回：地域枠 1 年生 地域視診 

5 月 30 日（金） 第 229 回：地域枠 2 年生 総合診療 

6 月 6 日（木） 第 230 回：地域枠 3 年生 コミュニケーション 

6 月 13 日（金） 第 231 回：地域枠 4 年生 卒後の義務派遣 

6 月 28 日（金） 第 232 回：地域枠 1 年生 キャリア形成 

7 月 4 日（木） 第 233 回：地域枠 2 年生 日本と災害 

7 月 11 日（金） 第 234 回：地域枠 3 年生 卒後の義務派遣 

7 月 18 日（木） 第 235 回：地域枠 4 年生 診断と治療の落とし穴 

7 月 26 日（木） 第 236 回：地域枠 1 年生 地域をケアする 

10 月 10 日（水） 第 237 回：地域枠 1 年生 日本と世界の医療制度 

10 月 17 日（木） 第 238 回：地域枠 3 年生 超高齢化社会処方箋を考える 

10 月 18 日（金 第 239 回：地域枠 1 年生 地域をケアする 

11 月 7 日（木） 第 240 回：地域枠 2 年生 プロフェショナルビデオ鑑賞 

11 月 21 日（木） 第 241 回：地域枠 3 年生 臨床推論 

12 月 5 日（木） 第 243 回：地域枠 2 年生 地域で看取る 

12 月 12 日（木） 第 244 回：地域枠 3 年生 心理社会的アプローチ 
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最終講義の主なスライド  
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川本 龍一 教授 最終講義  

最 終 講 義  
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写 真 集  
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教授就任前 

  

自治医科大学 地域医療学講座 前教授 

五十嵐 正紘 先生 

恩師：飯島 克己 先生と米国家庭医療学教師協

会（STFM）に参加 町立野村病院赴任当初 

守田 人司 先生と小島 志嘉 先生

と 

乙亥相撲の街 野村町  

関脇 玉春日 関 
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愛媛大学名誉教授 三木 哲郎 先生 

2008/12/06  

第 8 回日本プライマリ・ケア学会四国地方会 

自治医科大学  学長  

高久 史麿 先生 

愛媛大学 名誉教授 

三木 哲郎 先生 

第 1 回愛媛プライマリ・ケア研究会 

飯島 克己 先生ご夫妻 

第４回愛媛プライマリ・ケア研究会 

石橋 幸滋 先生 
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2010/ 愛媛大学前学長 小松 正幸訪

問 

2009/03/21 教授就任祝賀会（自治医科大卒業愛媛県人会） 

 

2010/03/27 第 1 回ウリボウネット 2010/07/29 遠野市長訪

問 

2010/01/28 医学部教授会 

新宴会・送別会 

2010/05 愛媛大学前学長 

小松 正幸 先生 

2011/01/22・29  12:40～12:55 

ラジオ番組「愛媛大学『研究室か

らこんにちは！』」ラジオ出演 

教授就任後 
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2014/02/23 第 25 回日本老年医学会

四国地方会（推薦賞） 

2013/07/20 第 13 回愛媛プライマ

リ・ケア研究会 帝京大学ちば総合

医療センター地域医療学教授の 

井上 和男 先生 

2012/03/29 ウインタースクール 

2012/09/17 

在宅医療学会シンポジウム 

2013/04/28 

第 1 回多職種連携ワークショップ 

特別講演の中村 伸一 先生 

2011/04/09 東日本大震災医療支援

DMAT 2011/06/12 ウリぼうネット 

2014/06/12 

愛媛大学プロジェクト E 

第 25 回日本老年医学会四国地方会

（推薦賞） 
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2015/10/28 第 11 回軽症糖尿病懇話会 

四方 賢一 教授「糖尿病性腎症の 

診断と治療－新たな展望－」 

2016/02/13 第 2 回プライマリ・ 

ケア連合学会家庭医療後期研修 

ポートフォリオ発表会＆ 

四国ブロック交流会 

2015/07/19 第 1 回しまなみ海道臨床推論道場 

2014/10/05 第 2 回えひめ多職種連携 

ワークショップ 

2014/08/29 診療船「済生丸」

乗船実習 
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2018/12/07 地域医療学講座忘年会 

2018/11/17 第 18 回日本プライマリ・

ケア連合学会四国地方会 

2016/03/20 第 3 回えひめ多職種 

連携ワークショップ 

2016/11/12 第 16 回日本プラ

イマリ・ケア連合学会 

四国ブロック支部学術大会 

2017/12/01 

Best Teacher 賞受賞 

2017/10/06 笑顔をつなぐえひめ国体  

相撲競技での医療班 

2018/05/17 第 8 回日本プライマリ・ 

ケア連合学会 
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2019/07/13 38 回黄蘭会「恩地賞」受賞

恩地 森一 先生

2019/11/30 第 8 回西予市おイネ賞事業表彰式 

日本医師会女性医師支援シンポジウム 

 

2019/11/09 国羅針盤にコメンテーター 

として出演（NHK 松山） 

2019.08.15 エフナンラジオ：糖

尿病セミナー 糖尿病と熱中症 

について 
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2020/04/30 地域枠初顔合わ

せ 

2020/08/23 愛媛県医学生サマーセミナー 

2021/11/12 FM 愛媛 ：低年齢からの

生活習慣予防と両親への啓発「お父さ

ん、お母さん、体に気を付けて！」 

2020/11/14 第 20 回日本プライ

マリ・ケア連合学会四国支部総会 

2021/08/21 愛媛県主催医学生サマーセミナー 

 

還暦祝い 

https://www.blogger.com/blog/post/edit/6426663717809713806/767255562575568722
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2023/08/28 愛媛大学医学部 

看護学科主催在宅生活支援実習 

2022/04/16 新・ラジオ番組 

Dr.杉ちゃんの『ウィーク

エンドクリニック』 

2023/07/28 第 55回日本医学教育学

2023/7/01  かとうクリニック

開院 30 周年記念祝賀会 
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2024/08/1 サマーセミナー 

2024/08/20 愛南町の医療にふれる会 

2024/01/11 3 年生授業風景 

2024/03/18 能登半島地震医療支援 JMAT 

 2024/04/01 愛媛大学医学部附属病院

総合診療科メンバー 

2025/03/28 退任記念式 
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新 聞 記 事 など 

 

 

2009/11/17 愛媛新聞 

2010/06/25 毎日新聞 

2008/12/08 愛媛新聞 

2009/05/20 

愛媛新聞 

2009/05/20 愛媛新聞 

2009/05/25 愛媛新聞 

2009/05/24 愛媛新聞 
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2010/10/05 

愛媛新聞 
2010/07/10 愛媛新聞 
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2011/03/02 農業新聞 

2011/02/29 愛媛新聞 

2011/10/02 愛媛新聞 

2011/11/03 愛媛新聞 

2011/11/23 愛媛新聞 
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http://sky.geocities.jp/rykawamo/_gl_images_/__tn_201.jpg

2012/07/11 毎日新聞 

2013/10/01 愛媛新聞 2013/09/29 愛媛新聞 

2012/11/14 愛媛新聞 

2012/02/02 愛媛大学 LIＮE 

http://sky.geocities.jp/rykawamo/_gl_images_/201.jpg
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2015/02/29 愛媛新聞 

2014/01/28 愛媛大学 I report 

2015/10/25 愛媛新聞 

2015/11/01 Line 

2015/11/01 広報せいよ 
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編集後記  

2023/09/30 愛媛新聞 2023/09/30 愛媛新聞 

2024/07/27 愛媛新聞 

2018/12/17 愛媛新聞 
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テレビ取材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2010/07/27 あいテレビ  

地域の不安と挑戦 夢のある地域医療

2010/07/09 愛媛朝日放送  

知事を交えたシンポジウムの取材 

2011/01/24 追跡アイ 地域医療 

2010/10/05 ケーブルテレビ  

リライアブル・タウン基盤構築事業 

2013/05/09 追跡アイ 地域医療 
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編 集 後 記 

 

本誌は、川本龍一教授のご退任を記念し、その長年にわたるご功績と温かなご指導を

振り返るべく編纂いたしました。ご多忙の中、原稿をご寄稿くださった皆さま、また資

料収集や編集作業にご協力いただいた関係各位に心より御礼申し上げます。 

 川本教授は、臨床・研究・教育のいずれにおいても卓越したリーダーシップを発揮さ

れ、地域医療の発展や後進の育成に大きく貢献してこられました。その姿勢は、医師と

しての誇りと使命感を私たちに強く示すものであり、多くの門下生や関係者の記憶に深

く刻まれております。 

 本記念誌を通じて、川本教授が歩んでこられた道のりと、その影響を受けた人々の思

いを少しでもお伝えできれば幸いです。そして、これまでのご功績を讃えるとともに、

新たな人生の歩みがますます実り豊かなものとなることを心よりお祈り申し上げます。 

 最後に、川本教授の退任記念誌を編集するという貴重な機会をいただきましたことに、

あらためて深い感謝の意を表します。 

令和 7 年 10 月 

退任記念誌 編集委員会 

 

 

富士山頂からのご来光 


